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――はじめに、吉田モータース様の社歴を簡単に
ご紹介いただけますか。
　祖父が戦後に創業し、まもなく法人化して70年
を迎えます。
　平成元年からボルボの正規ディーラーとなりまし
たので、約半数の月日をボルボディーラーとして営
業している事になります。
　私は3世代目ですが、4人目の代表取締役となり
ます。私の父は57歳で急逝していて、その後を継
いでいただいた3代目となる叔父のおかげで現在
に至ります。今でも感謝してもしきれません。

――業務の特色・特長を教えてください。
ボルボ正規代理店として事業展開しておりますが、
ズバリ『ボルボ車の魅力』は何でしょうか？
　何よりも安全性だと考えています。いまはどの
クルマも等しく安全だと思われていますが、具体的
な話をするとボルボの優位性は全く変わりません。
救急医療のお医者様に選ばれているのも、その証
拠だと思います。
　更には輸入車といえば豪華というイメージかも
しれませんが、ボルボは北欧デザインでシンプル・

イズ・ベストの考えに基づいています。もちろん他
の高級輸入車も買えるけど、あえてボルボの理念
に共感いただいたお客様に選んでいただいている
ので、末永くお付き合い頂けるオーナー様が多い
のも特徴だと思います。

――経営や顧客サービスで重視していることはあ
りますか？
　ボルボ・カー文京は都心部で唯一の整備工場を
完備した正規ボルボディーラーです。
　お恥ずかしながら全国でも指折りの狭小施設な
のです。そのため高効率に運営ができているともい
えますが、他店との差別化をするために、私が専務
に着任した2011年から「CS＝お客様満足度至上主
義」を謳って経営をしています。そうしないと立派な
店舗を持たれている他店との競争に勝てないから
です。経営の全てをCSベースで判断しています。
　また、CS 至上主義を果たすための、これは社長

ES（従業員満足度）を高め、CS（顧客
満足度）至上主義を実践し、地域に
根づいた100年企業を目指す。

有限会社吉田モータース
代表取締役

吉
よしだ

田 宗
むねゆき

之 様
さまざまな分野・環境で活
躍されている本郷法人会
のメンバー。今号は、有限
会社吉田モータースの代
表取締役社長、吉田宗之
さんをクローズアップ！経
営のモットーや法人会につ
いてのお話しをうかがいま
した。

プロフィール
1978年文京区生まれ、2002年東京
造形大学造形学部デザイン学科を卒業、
卒業後、建築設計事務所にて勤務、
2004年2代目である父の急逝に伴い

（有）吉田モータースに入社（26歳）。
2011年専務取締役に就任。2015年
ボルボのCS覆面調査にて全国第一位
を獲得。2016年4代目となる代表取
締役社長に就任。2019年ショールー
ムを現在のVRE仕様に改装。

Close Up Interview

1960年代のサービス工場 2019年に改装した現在のショールーム

2　 3



としての私のミッションですが「ES＝従業員満足度
至上主義」を掲げています。とかく輸入車ディーラー
の営業職というとノルマがきつく、ブラックなイメー
ジがあるかもしれません。（正直申し上げて、そう
いう店舗もあるかもしれません。）しかし、会社から
虐げられた社員がお客様を大事に出来るでしょう
か？私は会社から大事にされる＝ESが高いからこそ、
CSも高くなると考えて実行し続けています。

――これまでのディーラーの休暇制度からすると
珍しい2日連続店休日を導入していますが、導入し
たきっかけは何ですか？
導入してメリットや効果はありましたか？
　先ほどお話ししたES の高さを求めてのモノです。
時代の流れで働き方改革は避けては通れません。
残念ながら土日・祝日休みにはできませんが、「良
く学び良く遊ぶ」をモットーにしていることも導入
のきっかけでした。
　その結果として、当社はこの人手不足の時代に
若手の採用に困っておりません。現在は、若手日本
人の自動車整備士は絶滅危惧種と言われています
が、当社の整備士の半数は20代であり、僭越なが
ら私とこの会社の考え方に共感いただけない方に
はお断りをしている位です。もちろん私共の様な
小さな企業だからこそ言えるだけのことなのですが。

――今後の事業のビジョンをおしえていただけま
すか？
　初めに申し上げたとおり再来年2027年に法人
化して70周年を迎えますが、100年企業になる
事が一番近い目標です。父が急逝している事もあ
り、私はその時は存命していないプランなのですが、
次の世代にバトンを渡せるように今まさに動き回っ
ています。
　あと、小さな会社故に地域の方々にご迷惑をか
けた70年とも言えます。100年企業になれた時に
は、地域のみなさまに愛されている企業になって
いたいです。

――本郷法人会で青年部会長を務めていらっしゃ
いましたが、法人会に対するイメージや加入する
メリット、法人会に望むことは何でしょうか？

　元々は私の父が加入しており、良き仲間に恵まれ、
遺言のように「法人会に入れ」と言われていたので、
右も左もわからずに加入しました。入社した当時は
26歳だったので、父の遺言を守り、会社を守る必
須事項として、メリットなど考えずに加入しました。
そこで出会えた青年部会の仲間は今では私の宝の
一つです。
　地元の異業種の経営者とは業種こそ違えど、同
じような悩み、場合によっては自社が恵まれている
と感じるような悩みを共有する事ができます。私は
本郷法人会以外でも様々な異業種交流会に積極的
に参加する様にしていますが、それは「私の器以上に、
自社は大きくなれない」という事を学び、実践して
いるからです。
　法人会に加入するメリットは時代と共に変化した
と考えています。社会の公器としてだけではなく、
次は時代に合わせて地域に必要とされる組織に変っ
ていくべきかもしれません。例えば法人会に加入
していると採用が優位にたてる、とか。より地域社
会に参画し、加入企業に対してより貢献できる組織
になるべきだと考えています。

――吉田様の趣味やプライベートについてお話を
伺えますか。
　趣味はサッカーと読書です。お付き合い程度だっ
たゴルフもこの数年で趣味と呼べる域に達しました。
サッカーは子供の頃から続けていて、今でも中学
高校の仲間とオーバー40の都リーグに加入して楽
しんでいます。ストレスの多い中で、今でも仕事を
続けられているのは、このサッカー仲間の存在も
間違いなく大きいです。
　ゴルフは法人会に入ったことにより趣味にする事
が出来ました。経営者のコミュニケーション・ツー
ルとして絶対にマイナスにはなりません。ゴルフを
始めるきっかけとなることも本郷法人会に加入する
メリットかもしれません。ご興味のある方は是非！ 

有限会社吉田モータース
〒113-0023  東京都文京区向丘1-7-14
TEL. 03-3814-6677（代）

ショールーム2階は「リビング」と呼ばれるオーナーラウンジショールーム1階は「ストリート」と呼ばれる展示場
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法人会の活動

第14回通常総会を開催
－仲田和人常任理事が第13代会長に就任－

　令和6年度は公益社団法人への移行13年目であり新公益法人制度の下、全法連が制定した法人会の理念である「法人自
治」及び「自己責任」の原則に基づき、法人会の原点である「税」に関する活動に力点を置きながら、行政と連携した公益性の
高い事業展開に努めました。
その中でも特筆すべき事項は次のとおりです。

　　税法等研修会として「国税」及び「地方税」に関する改正事項について、年2回開催いたしました。そのうち1回は、青年
部会6月研修会として、令和6年度「税制改正のあらまし」について本郷税務署の三浦上席調査官から、また、「健康経営～実
践のすすめ～｣をテーマに特定非営利活動法人健康経営研究会の監事・認定講師の石井公一氏から解説をしていただきました。

　　税を考える週間行事の一環として、本郷税務連絡協議会との共催により、署長講演会及び特別講演会を開催いたしまし
た。第1部署長講演会では友永署長から「税務行政の現状と課題」をテーマにお話しを伺いました。
第2部特別講演会では、世界遺産検定マイスターのあけひとみ氏から「地域活性化に繋ぐ　世界遺産ブランド力」と題してお
話しいただきました。
　次に、東京小売酒販組合本富士支部及び本郷間税会との共催で「酒税法とワインセミナー」を開催し、酒税法に関しては神
田税務署の山根酒類指導官から、また、セミナーについては、東京小売酒販組合本富士支部の渡辺泰男支部長から解説をし
ていただきました。

　　決算法人説明会については本郷税務署の山野調査官を講師に毎月開催し、新設法人説明会については本郷税務署の酒
井調査官を講師に年5回開催しました。
また、全5回研修シリーズ「法人税の基礎講座」を法人税申告書のしくみから税額計算・申告書作成までの習得を目的として
実施しました。

　　青年部会では未来を担う管内の公立小学校9校のうち、5校の 6年生及び1校の5年生を対象にした租税教室を実施
しました。部会役員のほか、本郷税務署の職員が講師を務め「税金はなぜ必要なのか」等、税のしくみを正しく理解してもら
う授業を行いました。
　また、租税教育・社会貢献活動の一環として、小石川法人会青年部会等と協力のもと「わくわくスポーツまつり」を開催いた
しました。

　　女性部会では租税教育活動の一環として、国税庁の後援をいただいている「税に関する絵はがきコンクール」を実施し、
税金が毎日の生活の中や社会でどのように使われているか、税について関心を深めていただくとともに図工学習にも貢献す
るため実施しており、今年度は管内8校から399点の応募がありました。
　なお、作品の中から最優秀の6点、税務署長賞・法人会会長賞・文京区長賞・文京区教育委員会賞・文京都税事務所長賞・
女性部会長賞及び優秀賞20点の賞状と副賞を税務署から該当小学校へ届けたほか、受賞作品を文京シビックセンター地下
2階の区民ひろばへ展示いたしました。

 事 業 報 告
活動の概況

①

②

③

④

⑤

令和6年4月1日から令和7年3月31日令和6年度

　第14回通常総会が 6月17日（火）、午後 4時
30分から東京ガーデンパレス「高千穂の間」で開
催された。総会は田中元浩総務委員長の司会で始
まり、まず物故会員の方々に対して黙祷を捧げた後、
定数報告がされた。続いて五十嵐正樹会長あいさ
つの後、退任役員及び令和6年度会員増強功労者
感謝状の贈呈式を行った。
　続いて議長に五十嵐会長を選出、議事録署名人
に小安昭十氏と溝口智正氏を選出して議事に入った。

第1号議案「令和6年度決算報告承認の件」を熊谷
財務委員長が説明した後、議長が採決をした結果
反対はなく承認可決された。また、第2号議案「任
期満了に伴う役員改選承認の件」については定款に
基づき決議した結果、理事候補者35名、監事候補
者3名が可決承認された。続いて報告事項が詳細
に説明され、総会後の臨時理事会において仲田和
人常任理事の代表理事就任が可決承認された。

▲総会会場の様子
▲退任のあいさつをする
　五十嵐前会長

▲就任のあいさつをする
　仲田新会長▲感謝状贈呈式の様子
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　　源泉部会が中心となり、部会員を対象とした年末調整説明会のほか、一般企業を対象とした年末調整説明会を開催いた
しました。
　また、年3回源泉基礎講座として人事総務担当者が知っておきたい源泉所得税の取り扱いに関する研修会や、労働法・労
務手続に関する基礎知識をテーマに労務セミナーを開催いたしました。

　　会員増強活動については、加入目標を50社と定め役職員、関係機関とも一丸となって推進してまいりましたが、29社
に留まりました。
　また、第1回理事会終了後、令和4・5年度に入会された新会員の方々との交流を図るべく名刺交換会を開催いたしました。

　　定例の研修会、地域貢献事業、委員会等については、おおむね例年のとおり実施されました。

⑦

⑧

⑥
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貸借対照表

令和7年3月31日現在
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ  資産の部

１．流動資産

現金預金 21,488,692 24,578,508 △ 3,089,816

流動資産合計 21,488,692 24,578,508 △ 3,089,816

２．固定資産

(2) 特定資産

退職給付引当資産 893,360 933,830 △ 40,470

財政調整引当資産 10,000,000 10,000,000 0

支部交流活動引当資産 6,500,000 6,500,000 0

事務強化引当資産 2,337,588 2,337,588 0

周年行事引当資産 6,000,000 6,000,000 0

HP更新準備引当資産 2,500,000 2,500,000 0

特定資産合計 28,230,948 28,271,418 △ 40,470

(3) その他固定資産

什器備品 113,666 262,515 △ 148,849

長期前払金 131,013 917,085 △ 786,072

電話加入権 115,000 115,000 0

敷金・保証金 480,400 480,400 0

その他固定資産合計 840,079 1,775,000 △ 934,921

固定資産合計 29,071,027 30,046,418 △ 975,391

資産合計 50,559,719 54,624,926 △ 4,065,207

Ⅱ  負債の部

１．流動負債

未払金 0 525,677 △ 525,677

預り金 168,404 159,591 8,813

未払法人税等 70,000 70,000 0

流動負債合計 238,404 755,268 △ 516,864

２．固定負債

退職給付引当金 893,360 933,830 △ 40,470

固定負債合計 893,360 933,830 △ 40,470

負債合計 1,131,764 1,689,098 △ 557,334

Ⅲ  正味財産の部

１．基金

基金 0 0 0

２．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0

３．一般正味財産

(1) 代替基金 0 0 0

(2) その他一般正味財産 49,427,955 52,935,828 △ 3,507,873

一般正味財産合計 49,427,955 52,935,828 △ 3,507,873

（うち基本財産への充当額） 0 0 0

（うち特定資産への充当額） 27,337,588 27,337,588 0

正味財産合計 49,427,955 52,935,828 △ 3,507,873

負債及び正味財産合計 50,559,719 54,624,926 △ 4,065,207

正味財産増減計算書
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ  一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

特定資産運用収益 1,957 264 1,693

特定資産受取利息収益 1,957 264 1,693

　　　①会費収益 21,509,270 22,260,010 △ 750,740

会員受取会費 21,509,270 22,260,010 △ 750,740

　　　②事業収益 889,495 1,132,407 △ 242,912

研修会事業収益 178,200 400,356 △ 222,156

福利厚生事業収益 303,295 286,051 17,244

その他事業収益 408,000 446,000 △ 38,000

　　　③受取補助金等 11,537,329 11,689,537 △ 152,208

全法連助成金 9,777,300 10,207,100 △ 429,800

東法連補助金 1,162,029 1,058,437 103,592

全法連補助金 598,000 424,000 174,000

　　　④受取負担金 2,224,256 2,054,129 170,127

女性部会負担金 70,250 76,000 △ 5,750

青年部会負担金 284,000 320,000 △ 36,000

源泉部会負担金 264,000 264,000 0

総会等会合負担金 1,606,006 1,394,129 211,877

　　　⑤雑収益 466,215 335,371 130,844

受取利息収益 13,618 406 13,212

広告収益 214,360 75,780 138,580

雑収益 238,237 259,185 △ 20,948

　　　⑥経常収益計 36,628,522 37,471,718 △ 843,196

(2) 経常費用

　　　⑦事業費 31,702,763 33,627,484 △ 1,924,721

給料手当 11,998,763 12,072,847 △ 74,084

退職給付費用 257,557 331,372 △ 73,815

特退共掛金 229,250 301,000 △ 71,750

法定福利費 2,066,357 2,091,398 △ 25,041

福利厚生費 7,700 10,150 △ 2,450

会議費 2,796,719 3,148,747 △ 352,028

旅費交通費 576,531 1,039,790 △ 463,259

通信費 1,429,507 1,372,437 57,070

減価償却費 130,243 114,201 16,042

消耗品費 1,246,714 1,411,301 △ 164,587

印刷製本費 2,525,253 2,966,739 △ 441,486

水道光熱費 256,137 223,439 32,698

賃借料 2,469,600 2,534,380 △ 64,780

保険料 565,042 305,659 259,383

諸謝金 1,824,440 1,773,640 50,800

租税公課 4,288 394 3,894

負担金 483,305 740,923 △ 257,618

会場費 1,015,700 1,267,600 △ 251,900

リース料 175,921 111,244 64,677

新聞図書費 0 3,080 △ 3,080

支払手数料 841,478 930,699 △ 89,221

雑費 114,445 145,318 △ 30,873

研修費 0 43,313 △ 43,313

長期前払金償却 687,813 687,813 0

　　　⑧管理費 4,925,872 6,495,130 △ 1,569,258

給料手当 1,714,108 1,724,692 △ 10,584

退職給付費用 36,793 47,338 △ 10,545

特退共掛金 32,750 43,000 △ 10,250

法定福利費 295,193 298,771 △ 3,578

福利厚生費 1,100 1,450 △ 350

会議費 223,877 334,547 △ 110,670

旅費交通費 49,113 59,275 △ 10,162

通信費 212,927 248,851 △ 35,924

減価償却費 18,606 16,314 2,292

消耗品費 52,557 84,953 △ 32,396

印刷製本費 224,516 516,512 △ 291,996

水道光熱費 36,590 55,859 △ 19,269

賃借料 352,800 611,520 △ 258,720

保険料 80,077 42,769 37,308

租税公課 612 1,656 △ 1,044

負担金 380,500 350,000 30,500

会場費 263,000 394,500 △ 131,500

リース料 25,131 15,892 9,239

新聞図書費 0 440 △ 440

支払手数料 669,673 1,313,645 △ 643,972

雑費 157,690 228,700 △ 71,010

研修費 0 6,187 △ 6,187

長期前払金償却 98,259 98,259 0

　　　⑨経常費用計 36,628,635 40,122,614 △ 3,493,979

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 113 △ 2,650,896 2,650,783

評価損益等計 0 0 0

　　　　⑩当期経常増減額 △ 113 △ 2,650,896 2,650,783

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

雑損失 3,437,760 12,900 3,424,860

雑損失 3,437,760 12,900 3,424,860

経常外費用計 3,437,760 12,900 3,424,860

当期経常外増減額 △ 3,437,760 △ 12,900 △ 3,424,860

税引前当期一般正味財産増減額 △ 3,437,873 △ 2,663,796 △ 774,077

　　　⑪法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0

　　　⑫当期一般正味財産増減額 △ 3,507,873 △ 2,733,796 △ 774,077

一般正味財産期首残高 52,935,828 55,669,624 △ 2,733,796

一般正味財産期末残高 49,427,955 52,935,828 △ 3,507,873

Ⅱ  指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ  基金増減の部

当期基金増減額 0 0 0

基金期首残高 0 0 0

基金期末残高 0 0 0

Ⅳ  ⑬正味財産期末残高 49,427,955 52,935,828 △ 3,507,873
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税務署だより tax offi  ce message
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都税事務所だより metropolitan tax offi  ce message

不動産登記の申請を行う際には、登録免許税の算定のため、固定資産の価格を記載す

る必要があります。その価格は、「固定資産税・都市計画税 納税通知書」と一緒（６

月）にお送りした課税明細書でご確認いただけますので、有料の評価証明は原則不要で

す。

お問合せ先

●登記申請に関すること …東京法務局 登記電話案内室 03－5318－0261

●固定資産税に関すること …資産が所在する区にある都税事務所

              (文京都税事務所 固定資産税課)

詳しくは、東京都主税局ホームページをご覧ください。

東京都主税局では、インターネット公売（動産、自動車、不動産等）を実施します。

【公売申込期間】

８月２２日（金）１３時～９月９日（火）２３時

【せり売り期間（動産、自動車）】

９月１６日（火）１３時～９月１８日（木）２３時

【入札期間（不動産等）】

９月１６日（火）１３時～９月２４日（水）１３時

詳細は、東京都主税局 HP 又は下記問合せ先へ

問合せ先：主税局徴収部機動整理課公売班 03（5388）3027

不不動動産産登登記記申申請請時時ににはは課課税税明明細細書書ががごご利利用用いいたただだけけまますす 

 

イインンタターーネネッットト公公売売（（動動産産、、自自動動車車、、不不動動産産等等））ののおお知知ららせせ 

 

注意事項
■領収証書は発行されません。
■納付手続完了後に納付を取り消すことは
できません。

■eL-QR のない納付書については、
上記の方法で納付できません。

詳細は、東京都主税局HP をご確認ください。納付書の下部に eL-QRが掲載

※上記の方法を利用できるスマホ決済アプリは地方税共同機構 HPをご覧ください。
※１枚あたりの合計金額が 30万円までの納付書では、スマホ決済アプリでバーコードを読み取ることでも納付できます。
利用できるスマホ決済アプリは東京都主税局 HPをご覧ください。

※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

都税がスマホ決済アプリで納付できます
💡💡💡💡💡💡💡💡 おうちで今、納付できます！
💡💡💡💡💡💡💡💡 スマホ決済アプリで納付書の地方税統一QRコード（eL-QR）を

読み取るだけで納付ができます。
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　5月13日（火）、第1回理事会終了後、湯島天満
宮・参集殿において、令和6年度と 5年度に入会さ
れた新会員の方々と本郷法人会役員の交流を図る
ことを目的に「新会員名刺交換会」を開催しました。
　当日は、福利厚生制度受託会社の大同生命保険、
AIG 損害保険、アフラック生命保険から企業・経営者
向け福利厚生制度の説明をした後に、新会員の方々
から自己紹介及び企業 PR をしていただきました。
　その後の懇談会では役員と新会員の皆様による名刺
交換や意見交換が活発に行われ交流が図られました。

　6月25日（水）、本郷税務署会議室において「税
法等研修会」を開催しました。
　研修会は 2部構成で、まず第1部では本郷税務
署法人課税第1部門の古野統括調査官から全法連
発行の「令和7年度税制改正のあらまし」をもとに、
主に法人税関係として中小企業等の法人税の軽減
税率の特例、中小企業投資促進税制、中小企業経
営強化税制の見直しと延長や中小企業投資促進税
制・中小企業経営強化税制の見直しと延長のほか、
防衛特別法人税の創設、消費税関係として外国人
旅行者向け消費税免税制度の見直し等について説
明いただきました。
　第2部は、「はじめての AI ×業務効率化」と題
して、本郷法人会青年部会の若手のホープであり
AI 系スタートアップマネージャーの小安宗徳氏よ
り、AI 初心者が実践で使えるオススメの AI ソフ

トの紹介や業務効率化の方法について説明いただ
き、その後に、実際に参加者も AI を体験する参加
型の講座を行っていただきました。
　講義後の質疑応答では、今後の AI の進化につ
いて、また進化がもたらす社会への影響などにつ
いて参加者から質問が多くあり活発な意見交換が
行われました。

新会員名刺交換会を開催しました

「税法等研修会(青年部会6月研修会)」を開催

▲文京スポーツセンターで開催された
　「第47回わんぱく相撲文京区大会」

▲古野統括調査官による
　第１部講座

▲富永部会長（左）と中村副部会長
　（右）による税金クイズ

▲ AI 系スタートアップマネージャー
　の小安宗徳氏による第2部講座

6月4日（水）、源泉部会が主催する源泉基礎講
座を本郷税務署会議室において開催しました。「人
事総務担当者が知っておきたい源泉所得税」と題
して、主に給与・賞与に関する所得税をテーマに、
講師の本郷税務署法人課税第1部門の酒井上席調
査官から国税局のガイドブックをもとに具体的な
事例を交えながら解説いただきました。

なお、当講座は全3 回シリーズで実施予定であり、
9月3日（水）、11月26日（水）にも新たなテーマ
で開催いたします。ぜひご参加ください。

「源泉基礎講座」を開催
－源泉部会－

▲酒井上席調査官による講座

▲活発な意見交換がされました。

法人会の活動

5月11日（日）、文京スポーツセンターで開催さ
れた「第47回わんぱく相撲文京区大会」において
青年部会が税金クイズを実施しました。当日は、た
くさんのわんぱく力士たちから税金クイズに回答し
ていただきました。今後も法人会では、次代を担う
児童の皆さんに、税についての興味・関心を持って
いただけるような活動に取り組んでまいります。

第47回わんぱく相撲文京区大会で税金クイズを実施しました
－青年部会－
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本郷法人会に加入しませんか！

たくさんのメリットがあります！

法人会の公益活動
● 税知識の普及と納税意識の高揚、税の提言に関する事業
● 地域企業の健全な発展に資する事業
● 地域社会への貢献を目的とする事業

本郷法人会事務局 
文京区本郷3-26-8 数寄屋ビル2階

TEL: 03-3812-0595　FAX: 03-3815-2401
 e-mail： info＠hongohojin.or.jp

税に関する研修会 経営セミナー 地域小学校での租税教室

地域行事への参加 懇談会などの会員交流 会員の福利厚生制度を支援するための保険事業など

本郷法人会は、本郷税務署管内の法人会員と賛助会員による

「健全な経営」「正しい納税」「地域社会貢献」
をテーマに活動する経営者の団体です。

■税務署や専門家と協力し、実施している税と経営に関する研修会、講習会、説明会等に参加できます。
■「インターネットセミナー」、「宅配セミナーDVDレンタル」サービスが無料です（一般経営、税務、人材育成等、
様々なＤＶＤをご用意しております）。
■経営に関する課題・問題について、専門家（税理士、社会保険労務士等）による各種相談を受けることができ
ます（無料）。
■大同生命・AIG損保・アフラックとの提携による、経営者大型保障制度や企業をリスクから守る保険、従業員の
皆さまもご加入いただける個人の保障制度まで、法人会割引制度で通常より低額でご加入いただけます。

本郷法人会は昭和25年に設立された社団法人で、平成24年に公益社団法人となりました。6つの委員会と3つ
の部会、5つの支部を組織し、税務や企業経営に関する各種研修会の開催、社会貢献事業、会員間の交流など、
幅広い事業活動を積極的に展開しています。また、若手経営者等による青年部会、女性会員による女性部会で
は、小学6年生を対象とした租税教室や、税に関する絵はがきコンクールなど活発な活動を行っています。
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健康経営とは、「従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践すること」
です。企業理念に基づき、従業員等への健康投資を行うことは、従業員の活力向上や生
産性の向上等の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や株価向上につながる経
営手法です。
　わが国では、少子高齢化が急速に進展する中で、生産年齢人口の減少や高齢者・要介
護者の増加、医療費・社会保障費の増大といった社会的課題への対策が求められています。
2000年に「健康日本21」において、生活習慣の改善を通じた健康増進と生活習慣病予
防を重視する「一次予防」の推進による「健康寿命の延伸」が方針として示され、2003
年の健康増進法施行や2008年の特定健康診査・指導の実施など、国民一人ひとりの健
康づくりを支援する取り組みが進められてきました。
　2014年の「日本再興戦略（改訂2014）」において、「健康経営」が取り上げられ、同年
には、健康経営度調査の運用開始、経済産業省と東京証券取引所による「健康経営銘
柄」が創設され、従業員の健康に配慮した企業を社会的に評価する仕組みが構築されま
した。さらに、2016年「健康経営優良法人認定制度」、大規模法人部門「ホワイト500」、
2021年中小規模法人部門「ブライト500」、2024年「ネクストブライト1000」の創設
など、健康経営度調査に基づく顕彰制度を中心に、国策として健康経営が推進され、多
くの企業が健康経営に積極的に取り組み始めています。
　また、健康経営は地域にも波及し、地方自治体や地方銀行が独自の支援制度を導入す
る動きも見られます。一部の自治体では公共事業の入札加点項目に健康経営の取り組
みを加えるなど、地域ごとの特色を活かした取り組みが推進されています。
　健康経営では、従業員の心身の健康が企業の持続的な発展や競争力の源泉と位置づ
けられています。企業が従業員の健康に配慮することで、従業員の健康の維持増進だけ
ではなく、医療費削減や労働生産性の向上、さらには企業のイメージ向上やブランド価
値の強化といった多面的な効果が期待されています。
　健康経営度調査への回答企業数は、大規模法人部門で、初回（2014年）の493社
が2024年には3,869社へと、約8倍に増加しました。一方、中小企業部門では、初回

（2016年）の397社から2024年には20,267社へと、約50倍にも増えています。し
かしながら、日本全体でみれば、まだまだ十分とはいえない状況です。すべての企業が、
生産年齢人口の減少や労働力不足といった社会的課題に対応し、企業価値の高めるた
めに、健康経営を実践する必要性は今後ますます高まると考えられます。

前号のクローズアップインタビューにご登場いただいた医療法
人社団同友会の髙谷理事長に、4回に渡って健康経営について
お話いただきます。

健康経営とは

健康コラム

医療法人社団 同友会 理事長
髙谷 典秀
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事務局だより
HOJIN HONGO vol.518

行事・事業名 日　程 時間・場所 概　要

決算法人説明会 8/6（水） 時間:13:30～15:00
場所:本郷税務署大会議室

決算期を迎えた法人に対して適正な申告をしていただ
くため留意点など基本的な事項を説明します。

新設法人説明会 8/20（水） 時間:13:30～16:00
場所:本郷税務署大会議室

新たに会社を設立された経営者向けに「法人税」や「源
泉所得税」の基本的な仕組みを項目ごとに説明します。

駒込富士神社
鎮火祭 8/28（木） 場所:駒込富士神社

6月30日から7月2日に開山式として山開祭が行われ
ますが、こちらは閉山式にあたります。
夕方日が暮れた頃から執り行われます。

源泉基礎講座
（全3回2回目） 9/3（水） 時間:14:00～16:00

場所:本郷税務署大会議室
実務を担当する方を対象に源泉所得税事務の要点を
説明します。

税法等研修会 9/5（金） 場所:都税事務所会議室 地方税の改正事項を分かりやすく説明します。

会員増強大会及び
チャリティーイベント 9/9（火） 時間:15:00～

場所:湯島天満宮「参集殿」
講談師 神田陽子　独演会
元NHKアナウンサー水谷彰浩氏とのトークショー

決算法人説明会 9/10（水） 時間:13:30～15:00
場所:本郷税務署大会議室

決算期を迎えた法人に対して適正な申告をしていただ
くため留意点など基本的な事項を説明します。

法人税の基礎講座
（全5回1回目） 9/11（木） 時間:13:30～16:30

場所:本郷税務署大会議室
実務を担当する方を対象に法人税の申告書作成のた
めの研修内容です。

白山神社
秋季例大祭 9/13（土）～14（日） 場所:白山神社 「文京あじさいまつり」で有名な神社で、例大祭が執り

行われます。勢いのある神輿が町内を練り歩きます。

わくわくスポーツ
まつり 9/15（月・祝） 場所:文京スポーツ

センター
本郷・小石川法人会青年部会共催による、次世代を担う
児童を対象にスポーツと税の普及を目的とし実施する
イベントです。

根津神社
例大祭 9/21（日）～22（月） 場所:根津神社 無形文化財の社伝神楽「三座ノ舞」の奉納が舞殿で行

われます。期間中には境内に露店も出て賑わいます。

※法人会の行事についての詳細はホームページ・SNSをご覧ください。

法人会行事…　　　地域行事…

都議会議員選挙では自民党が過去最低議席。政権与党への都民の不満、不信任を重く受け止めてほしい。IT 社会、AI と時代の流
れが速く、様々な情報が容易に入手できる時代に自民党をはじめとする政府や省庁の旧体質構造のアップデータが求められている。
時代は AI、自動的に常にトップランナーを目指してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （佐藤豪一　記）

7 月号 編集後記

本郷法人会　　　検索

Facebook本郷法人会 HP

令和7年8月～9月  地域行事・法人会行事予定表
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